
質 問 通 告 書 

 

次の件について質問の通告をいたします。 

 

   令和８年８月７日 

質問者氏名      石原 幸雄 

牛久市議会議長  殿 

 

質 問 形 式 
 

（該当する方式に○を記入してください） 

 一 括 方 式 

〇 一問一答方式 

 

 

質 問 事 項 要    旨 

１．「ゴミに係わる問題」について 

 

 

 

２．「企業誘致の手法」について 

 

 

３．「うしタク」について 

 

 

 

 

４．「シャトーへの入園料等の徴収」につ

いて 

 

５．「学校用教科書のデジタル化に伴うデ

メリットの抑制策」について  

① ゴミ屋敷に係わる条例の制定の是非 

② ゴミ処理の広域化に伴う指定ゴミ袋の販売価格の

現状維持を働き掛けるべきと考えるが？ 

 

手法の一つとして、地域未来投資促進法の支援措置を

活用すべきと考えるが？ 

 

① うしタクによる阿見町の総合病院への送迎の実現

に向けて、県に支援を要請すべきと考えるが？ 

② 東部地域での利用率の向上策として、地域専用の

増車を検討すべきと考えるが？ 

 

シャトーへの入園料等を徴収し、植栽等の維持管理費用

に充当すべきと考えるが？ 

 

学校用教科書のデジタル化には多くのデメリットもあ

り、之を如何に抑制するのか？ 

※ この内容は具体的に記載してください。 



質 問 通 告 書 

 

次の件について質問の通告をいたします。 

 

   令和８年８月７日 

質問者氏名    甲斐 徳之助 

牛久市議会議長  殿 

 

質 問 形 式 
 

（該当する方式に○を記入してください） 

 一 括 方 式 

〇 一問一答方式 

 

 

質 問 事 項 要    旨 

１． 市内公共施設（公園）のトイレ環境に

ついて 

 

 

 

 

 

 

２． 基金について 

 

 

 

 

 

3.東日本大震災後の公立学校の除染作

業をおこなったあとのフレコンバックに

ついて 

 

１．市内の公園はいくつあるか、そのうちトイレ施設のあ

る公園はいくつか。またトイレを設置できる公園の基

準はどうか。 

２．すべて快適に利用できるか。また清掃頻度と内容の

確認 

３．利用できないものは修繕するか。災害時の避難場所

ともなるが積極的に修繕していくべきでは。 

 

1.どのような基金を組んでいるか（件数・額） 

2.今後、想定する市の支出で大きく予算を組まなくて

はならないものはどのようなものを想定しているか。 

3. 特定目的基金を組む考えはないか。 

予算委員会の答弁を踏まえ改めて確認する。 

 

1．当時の取り扱いと対応。 

・各学校の保管箇所、他 

２．現況はどのようになっているか。 

３．今後どのようにするか。 

※ この内容は具体的に記載してください。 



質 問 通 告 書 

 

次の件について質問の通告をいたします。 

 

   令和８年８月７日 

質問者氏名   藤田 尚美  

牛久市議会議長  殿 

 

質 問 形 式 
 

（該当する方式に○を記入してください） 

 一 括 方 式 

〇 一問一答方式 

 

 

質 問 事 項 要    旨 

１． 子どもの権利条約について 

 

 

 

 

 

 

２．予防接種施策の充実 

 

 

 

 

３． 外国籍住民の支援 

 

 

 

 

４．小中学校の特別支援学級の体制につ

いて 

・子どもの権利条約をどのように認識し市政運営に反

映しているか。 

・学校現場において、どのような学習や啓発を行ってい

るか 

・子どもの意見表明権について 

・相談体制について 

 

・高齢者肺炎球菌ワクチンの独自助成制度の創設につ

いて 

・専門家の出前講座による子宮頸がん予防と HPV ワク

チン接種の正しい情報の理解促進について． 

 

・本市の現状 

・言語支援体制 

・災害時の支援 

・多文化共生の推進にむけた今後の取り組み 

 

・特別支援学級の設置状況と、過去５年間の在籍児童生

徒数の推移 

・教員配置 

・教員の専門性 

・保護者支援 

・関係機関との連携 

※ この内容は具体的に記載してください。 



質 問 通 告 書 

 

次の件について質問の通告をいたします。 

 

   令和８年８月７日 

質問者氏名    塚 原 正 彦  

牛久市議会議長  殿 

 

質 問 形 式 
 

（該当する方式に○を記入してください） 

〇 一 括 方 式 

 一問一答方式 

 

 

質 問 事 項 要    旨 

学びの力で、２０万人未来圏をつくるこ

とについて 

６月議会では、牛久・龍ケ崎・阿見にある大学、高校、研

究機関、企業、医療、文化などを結び、新しい価値と仕

事を生み出す「20万人未来圏構想」を提案した。 

 

今回は、その具体化として、生涯学習と社会教育の観点

から、三つのまちの学びの資源を生かし、人を育てる新

しい仕組みを提案する。その具体化に向けた市の考え

を伺う。 

 

質問項目 

１ 大学、研究機関、企業等と連携し、健康・食・運動等の

既存事業を、学びの評価や履歴を含めた継続的な教育

プログラム「２０万人未来圏版・家庭の医学」として再編

し、社会教育コンテンツとして開発・運営することにつ

いて 

 

２ 駅、公園、病院、地区会館、牛久シャトーなど、暮らし

の身近な場所に、場所ごとのテーマを持った「小さな図

書館」を設置し、日常の中に学びと出会う機会を広げ

ることについて 

 

３ 市役所庁舎に「小さな図書館」の第一号実証場所を

設け、手続きの待ち時間を、知識や物語に触れ、思考す

る時間へとひらくことについて 

 

※ この内容は具体的に記載してください。 



質 問 通 告 書 

 

次の件について質問の通告をいたします。 

 

   令和８年８月１０日 

質問者氏名   鈴木 勝利   

牛久市議会議長  殿 

 

質 問 形 式 
 

（該当する方式に○を記入してください） 

 一 括 方 式 

〇 一問一答方式 

 

 

質 問 事 項 要    旨 

１． 火災被災者支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「縦割り行政」の改善について 

１ 

（1）火災被災者の相談窓口 

（2）避難場所の提供 

（3）生活物資の提供 

（4）できるだけ早く手続きした方がよいもの 

（5）一時的な住宅の提供 

（6）少し落ち着いてから手続きすればよいもの 

（7） 火災廃棄物の処理 

（8）火災被災者支援について、それをまとめた小冊子

の発行やホームページでの発信に対する本市の考え 

 

2 

（1）改善策の取り組みの事例、果、課題、今後の方向性 

・組織横断のプロジェクトチームの設置 

・情報共有のデジタル化 

・ワンストップ窓口 

・成果目標の部署共通設定 

・積極的な人事交流 

・DXと AIの活用 

（2）「重層的支援体制整備事業」の取り組みの現状と課

題、今後の方向性 

（3）「教福連携」の取り組みの現状と課題、今後の方向

性 

 

※ この内容は具体的に記載してください。 



質 問 通 告 書 

 

次の件について質問の通告をいたします。 

 

   令和８年８月１０日 

質問者氏名    柳井 哲也 

牛久市議会議長  殿 

 

質 問 形 式 
 

（該当する方式に○を記入してください） 

 一 括 方 式 

〇 一問一答方式 

 

 

質 問 事 項 要    旨 

１． 姉妹都市について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．牛久市の宝物の観光開発と新たな発

掘について 

1.姉妹都市と友好都市の違いについて 

2.姉妹都市であらゆる分野での交流は可能か 

3.これまでの青少年の交流などで具体的な成果につい    

て 

4. 台湾桃園市との予定はどうか 

5.フランスボルドー市との姉妹都市を提案したいがど

うか。 

フランス政府よりシャトーの新号を頂いていること、 

フランス国の宝物までも譲り受けている事実かある

ことから、交流によりビックリするようなストーリーが

次々とでてくるものと期待します。伝兵衛さんの評価

と牛久シャトーの価値は今の 100 倍程になると考え

る。 

 

１．牛久市には、小川芋銭さんや住井すゑさんに関する

ものや、牛久シャトー、牛久大仏がありますが、観光客

が沢山来てくれてよかったと多くの牛久市民に喜ん

で貰えるような成果を上げていません。 

今後どうして行くのか、市当局のお考えを 

２．市内には 4つの前方後円墳や円墳群もあります。 

水戸街道の宿場町とて栄えた旧国道の家並みも観光

的に魅力あります。今後の予定について 

３．牛久市内には5つの城址かあり、1500年代初頭に 

岡見氏が岡見城を造って以後、1550 年には牛久城

を造るなど市内全域が城下町として栄えた歴史があ

ります。 

戦国時代に山城の麓に置かれた城兵の居住区域を 

根古屋といいますが、牛久氏にも根古屋という地名が

あります。 



中でも牛久市が今、早急に対応すべきものとして、武家

屋敷、武家住宅の保存があります。ここ 20～30 年の

間に大部無くなりましたがまだ 20軒程残っています。 

立派な式台玄関と、馬屋を持っているのもあります。 

式台玄関は、殿様や位の高いお客様が駕籠に乗って来

られた時にお迎えする玄関で、建物正面の門と同様女

性や子どもたちがここを使うことはありません。古くか

と続いている屋号などと共に先祖様の仕事や役割も分

かります。 

市当局が今後どのように対応していくのか教えて下さ

い。 

2.ストーリーある歴史資源の活用による観光開発に最

適と考えるがどうか。 

※ この内容は具体的に記載してください。 



質 問 通 告 書 

 

次の件について質問の通告をいたします。 

 

   令和 8年 8月１4日 

質問者氏名  伊藤 知子             

牛久市議会議長  殿 

 

質 問 形 式 

 

（該当する方式に○を記入してください） 

 一 括 方 式 

○ 一問一答方式  

 

 

質 問 事 項 要    旨 

１．切れ目のない発達支援体制の構築に

ついて 

 

 

 

 

 

２．災害時における人的受援体制の強化

と防災教育について 

（１）本市の発達支援の現状について 

（２）５歳児の発達確認・健康診査について 

（３）支援対象者の把握・情報共有と就学後の支援につ

いて 

（４）牛久市版「切れ目のない発達支援システム」の構築

について 

 

（１）人的受援計画の策定と実効性について 

（２）災害対応業務に必要な職員数と不足人数の把握に

ついて 

（３）人的応援の要請判断と要請ルートについて 

（４）応援職員を速やかに受け入れる環境の整備につい

て 

（５）受援訓練と計画の定期的な見直しについて 

（６）震災の教訓を次世代の防災教育につなげる取り組

みについて 

 

※ この内容は具体的に記載してください。 



質 問 通 告 書 

 

次の件について質問の通告をいたします。 

 

   令和 ８年 ８月 １９日 

質問者氏名 山本 伸子             

牛久市議会議長  殿 

 

質 問 形 式 
 

（該当する方式に○を記入してください） 

 一 括 方 式 

〇 一問一答方式 

 

 

質 問 事 項 要    旨 

１． 公的空間における樹木の維持管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．持続可能な水泳授業に向けて 

（１）市における公的空間の樹木の役割について伺う。  

・公的空間のなかでもより市民に身近なみどりであ

る道路の街路樹や公園、学校等における樹木の役

割には何があり、その根拠となる条例等は。 

 

（２）植樹をする上での決まり事について伺う。 

・樹木の管理はどの部門が担当し、植樹をする上での

決まり事には何があるのか。 

 

（３）樹木の実態と課題について伺う。 

・樹木の現状（本数や樹木の種類、植樹後の年数等）

の把握は。 

・樹木の生育状況による課題や枯れ木等に伴う伐採、

倒木等の状況は。 

 

（４）樹木の点検の現状と維持管理状況について伺う。 

・樹木の点検の現状は。 

・樹木の維持管理にかかる経費と、維持管理業務を委

託する上で樹木の老朽化や倒木などのリスクに対

しどのような指示をしているのか。 

 

（５）令和 8 年３月国土交通省「街路樹点検の実施促進

のためのガイドライン」を受けて、樹木を維持管理

していく今後の計画について伺う。 

 

(1)水泳授業の意義、特に実技の意義について伺う。 

・座学への転換など 

(2)小中学校及び義務教育学校の水泳授業の現状と課

題について伺う。 



・学校プールの共同利用の経緯 

・自校プールとひたち野うしく小学校屋内プールの

共同利用による水泳授業の状況は。（時間数、指導

体制、安全面の対応） 

・水泳授業の昨今の課題は。 

 

(3)プールの管理に係る教師の負担とコストについて

伺う。 

・プールの施設管理業務の学校の働き方改革にお

ける位置づけは。 

・プール清掃に係る教師の負担と経費及び財源は。 

・プールの施設管理に係る教師の負担と経費は。 

 

(4)令和８年２月スポーツ庁「持続可能な水泳授業の実

施に向けた参考資料について」を受けて、学校プー

ルの集約化、学校以外の専門家による指導の考え

について伺う。 

※ この内容は具体的に記載してください。 



質 問 通 告 書 

 

次の件について質問の通告をいたします。 

 

   令和８年８月２１日 

質問者氏名   池辺 己実夫 

牛久市議会議長  殿 

 

質 問 形 式 
 

（該当する方式に○を記入してください） 

 一 括 方 式 

〇 一問一答方式 

 

 

質 問 事 項 要    旨 

1. 令和 7年度決算に見る市長公約の進

捗状況について 

 

①公約に掲げた 6分野の取組みについて、令和 7年度

に実施された分野ごとの内容とその成果を伺う。 

 

②公約に掲げた「シビックプライドの醸成」のために組

織されたプロジェクトチームについて、PT の組織構

成、与えた課題、取り組んだ内容とその成果・効果等を

伺う。 

 

③６分野の取り組みを行うことで、公約に掲げた基本政

策の「8つのゼロ」はどのように進捗しているかを伺う。 

※ この内容は具体的に記載してください。 



質 問 通 告 書 

 

次の件について質問の通告をいたします。 

 

令和８年８月２０日 

質問者氏名 髙嶋 基樹 

牛久市議会議長  殿 

 

質 問 形 式 
（該当する方式に〇を記入してください） 

 一 括 方 式 

〇 一問一答方式 

 

質 問 事 項 要    旨 

１．新規創業者支援と空き家活

用連携事業について 

 

 

 

 

 

 

 

２．旧飯島家住宅の進捗につい

て 

 

３．ふるさと納税の状況につい

て 

 

 

４．茨城トヨタスポーツパークう

しく及び文化ホールの管理運営

について 

まちづくりや税収の観点から、市内で店舗や事業を構え

る事業者や企業は大きな役割と意味合いを持つ。 

・本市に於ける個人事業主、地元企業はどの様な存在で

あるか。 

・新規創業者への支援策として取り組む自治体もある

が、本市ではどのように捉えているか。 

・牛久市で創業を試みる際に、空き家活用事業との連携

が友好的であると考えるが市の見解はどうであるか。 

 

・旧飯島家住宅の進捗について 

・今後のスケジュールと活用方法について 

 

・令和７年度の寄付額 

・本年度の現在までの寄付額 

・令和８年度の寄付見込み額 

 

・茨城トヨタスポーツパークうしく及び文化ホールの利

用状況と管理運営の現状について 

・指定管理者制度の導入について 

※ この内容は具体的に記載してください。 



質 問 通 告 書 

 

次の件について質問の通告をいたします。 

 

   令和 ８年 ８月 ２８日 

質問者氏名  水梨 伸晃 

牛久市議会議長  殿 

 

質 問 形 式 
 

（該当する方式に○を記入してください） 

 一 括 方 式 

〇 一問一答方式 

 

 

質 問 事 項 要    旨 

１． 中学生におけるクールビズ（熱中症

対策）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 放課後児童クラブの利用定員と受け

入れ体制の確保について 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 生涯を通じた歯の健康づくり（歯科

予防）の推進について 

 

 

 

① 近年、5 月から急激な気温上昇が見られる中、市内

中学校におけるジャージ登校や軽装化（クールビ

ズ）の許可時期について、学校間での格差が見受け

られる。生徒の熱中症リスクや健康管理の観点か

ら、教育委員会として各学校の実態をどのように認

識しているか伺う 

② 生徒の健康と安全を最優先に考え、気候に応じた

柔軟な運用を市内全中学校で一貫して実施できる

よう、教育委員会として明確なガイドラインを指導

する考えはないか伺う 

 

① 共働き世帯の増加に伴い、放課後児童クラブ（学童

保育）のニーズが年々高まっているが、本市におけ

る現在の「各児童クラブの利用申請状況」「定員・受

け入れ枠の推移」、および「保留児童（入級待機）の

発生状況」について伺う 

② 既存施設のスペースの拡充、指導員（支援員）の確

保・処遇改善などを通じた「利用定員の拡大」と「待

機児童ゼロの継続・実現」に向けた今後の見解を伺

う 

 

① 本市における妊産婦・乳幼児から学童期、成人、高

齢者に至るまでの「ライフステージに応じた歯科検

診の受診状況」と「予防歯科啓発の現在の取組状

況」について伺う 

② 虫歯や歯周病の早期発見・予防をさらに推進するた

め、定期的な歯科検診・フッ化物洗口などの予防事

業に向けた本市の見解を伺う 

※ この内容は具体的に記載してください。 



質 問 通 告 書 

 

次の件について質問の通告をいたします。 

 

   令和８年８月２８日 

質問者氏名    黒木 のぶ子   

牛久市議会議長  殿 

 

質 問 形 式 
 

（該当する方式に○を記入してください） 

 一 括 方 式 

〇 一問一答方式 

 

 

質 問 事 項 要    旨 

（１）児童クラブについて 

 

 

 

 

（２）働き続けられるための保育環境につ

いて 

 

 

 

（３）投票率をあげることについて 

（１） 

①市内小学校での児童クラブ（学童クラブ）の現状は 

②近隣市町村の状況は 

③行政が担うべき平等性の観点での対策は 

 

（２） 

①牛久市における病児、病後児の現況 

②共働き環境の充実のため公設での病児、病後児の受

けざらについての執行部の方針は 

 

（３） 

①投票率をあげるための工夫として、高齢者への配慮

として移動距離の改善 

②期日前投票所の増設 

③投票済証などの提示で地域の店舗等で割引やサービ

スが受けられる仕組み。 

※ この内容は具体的に記載してください。 



質 問 通 告 書 

 

次の件について質問の通告をいたします。 

 

   令和８年８月３１日 

質問者氏名   伊藤 裕一 

牛久市議会議長  殿 

 

質 問 形 式 
 

（該当する方式に○を記入してください） 

 一 括 方 式 

〇 一問一答方式 

 

 

質 問 事 項 要    旨 

１．防災について （1）アンダーパスの冠水対策 

（2）牛久市洪水ハザードマップに基づいた本市の洪水 

リスクの評価とマップの活用。浸水想定エリアが限られ

ているため個別プッシュ型の対策が有効と考えるが 

（3）内水氾濫について 

（4）8 月 23 日未明の地震被害。市有施設の簡易的な

天井落下防止対策等は 

（5）液体ミルク、段ボールベッド、避難所のプライバシー

を確保するパーテーション等の先進的な防災用品の備

品状況と活用状況 

※ この内容は具体的に記載してください。 



 

質 問 通 告 書 

次の件について質問の通告をいたします 

令和８年８月３１日 

質問者氏名  杉森 弘之  ㊞ 

牛久市議会議長  殿 

 

 

 

 

質 問 形 式 
 一括方式 

〇 一問一答方式 

質 問 事 項  要   旨 

１、太陽光発電設備の適正な設

置及び管理について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、会計年度任用職員の処遇

改善について 

 

 

(1) 太陽光発電設備の設置届出に関する、過去５年間の件数と面積、総発電量の

推移。 

(2) 適性な設置のために、設置届出に対する、市長の「同意」の設定の検討。「藤枝

市自然環境等と再生可能エネルギー発電事業との調和に関する条例」第１４条

（同意）を参考に。 

(3) 地域住民への事前説明と合意形成の義務化。地域説明会の開催義務だけで

なく、地域住民との合意形成、協定締結の義務あるいは努力義務の検討。 

(4) 太陽光発電設備の適正な維持管理と廃棄処理について。市条例では「事業者

は、太陽光発電設備に係る事故が発生したとき又は苦情若しくは紛争が生じ

たときは、直ちに必要な措置を講じるとともに、誠意をもってその解決に当たら

なければならない。」となっているが、市としてのチェック体制は。 

(5) 太陽光発電設備の適正な維持管理と廃棄処理のための費用確保ついて。法

律上の「廃棄等費用積立制度」、ＦＩＴとＦＩＰの外部積立、市条例の資産除去債

務等で十分か。対策損害保険（太陽光発電保険）の加入状況と保険内容は。 

 

(1） 給与・報酬について。初任給の決め方、再任用時の号給スライド（昇給）制度の

有無とその実際、上限の改善。常勤職員と比較して均衡ある状態か。 

(2） 特別休暇について。有給と無給に分けて、条件が同じものと異なるもの、そし

て異なる条件の内容及び今後の方針。 

(3） 退職手当・退職金について。わずか１５分短くするだけで、退職金の支給対象

から外されることは、同一労働・同一賃金に対する明らかな違反ではないか。

「会計年度任用職員制度の運用に係る事務処理マニュアル」２０２５年版を参

考に。 

(4） 常勤職員への道の拡大について。『会計年度任用職員の経験を活かす採用試

験等の取組事例集』を参考に。 



質 問 通 告 書 

次の件について質問の通告をいたします。 

 

令和 8 年 8 月 31 日 

質問者氏名   須 藤 京 子        

牛久市議会議長 小松﨑 伸 殿 

 

 

質 問 形 式 

（該当する方式に〇を記入してください） 

 一括方式 

 一問一答方式 

 

質 問 事 項 要    旨 

1.令和 7 年度決算の総括とまちづ

くりについて 

 

 

 

 

1. 

（1）令和 7年度決算の総括及び財政状況について 

①令和 7年度決算の収支の状況 

ア）７年度決算・一般会計全体の収支状況（特徴） 

イ）歳入： 

・市税の増加をどう見るか。令和６年度実施の定額減税に

よる減収、地方特例交付金の補填が令和 7年度にどう回復

し、今後も持続する税収増となるか 

・市税増加にもかかわらず交付税も増加した背景にある基

準財政需要額の増額と基準財政収入額の変化から今後の

地方交付税の行方 

・単年度収支・実質単年度収支の改善をどう見るか。税収

増によるものと執行残、不用額によるものの捉え方 

ウ）歳出： 

・人件費／市民サービスを維持するために必要な職員数と

BPRによって削減・効率化がどこまで可能となるか 

・扶助費の増加を抑制するための具体的施策展開 

・増え続ける義務的経費全体をどう捉え持続可能な行財政

運営としていくか 

②財政分析指標等から見た財政状況 

・財政力指数の低下、経常収支比率の改善、健全化判断比

率の推移からみた財政の評価と今後の財政リスクをどう

予測しているか 

 

（2）7つの重点プロジェクトの検証 

・７つの重点プロジェクトの成果と課題、今後の展開 

 

（3）持続可能なまちづくりを強化する財政運営 

・教育、子育て、地域振興、公共施設更新など、将来への

投資に必要な財源を確保するための財政運営 



 

（4）第三セクター各社の経営改善の取り組みと市の施策展開に

ついて 

・うしくグリーンファーム株式会社 

・牛久シャトー株式会社 

・牛久都市開発株式会社 

 

（5）牛久市が「選ばれ続けるまち」を実現するために求められ

る将来像とは 

※この内容は具体的に記載してください。 



質 問 通 告 書 

 

次の件について質問の通告をいたします。 

 

   令和８年８月３１日 

質問者氏名   出澤  大  

牛久市議会議長  殿 

 

質 問 形 式 
 

（該当する方式に○を記入してください） 

 一 括 方 式 

〇 一問一答方式 

 

 

質 問 事 項 要    旨 

１．デマンド型乗合交通「うしタク」の今後

について   

①現在の契約内容と次期契約までの工程について

     

②運営実績と現行制度の成果・課題について 

    

③前回答弁後の調査・分析と他の運行方式との比較に

ついて  

    

④委託業務の成果検証と評価指標について 

    

⑤市内タクシー事業者との連携及び実証運行について

     

⑥次期事業の方向性と市長の政策判断について

     

※ この内容は具体的に記載してください。 



一 般 質 問 通 告 書 

 

   ２０２６年８月３１日 

 

牛久市議会議長 小松崎 伸 様 

質問者氏名 大 森 和 夫  

次の件について質問の通告をいたします。 

 

 

質 問 形 式 
１．一 括 方 式 

２．一問一答方式 

 

質 問 事 項 要    旨 

１ 買い物・行政サービス支援について 

 

 

 

 

 

２ 災害対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ データセンターについて 

 

 

(1) コンビニなどの開店支援 

 

(2) 地区社協ボランティア送迎の拡

大・拡充 

 

 

(1) 降雨量の災害・排水・下水道想定 

 

(2) 太陽光発電普及促進 

 

(3) 雨水タンク普及促進 

 

(4) 雨水・井戸水活用 

 

(5) 非常用発電施設の拡大・拡充 

 

(6) 防災公園の整備 

 

 

(1) 申請相談状況 

 

(2) 規制許認可の考え 

 

  

※ この内容は具体的に記載してください。 



質 問 通 告 書 

次の件について質問の通告をいたします。 

   令和８年 8 月 31 日 

質問者氏名  遠藤 憲子          

牛久市議会議長 小松崎 伸 殿 

 

質 問 形 式 

 

（該当する方式に○を記入してください） 

 一 括 方 式 

○ 一問一答方式 

 この内容は具体的に記載してください。 

質 問 事 項 要    旨 

１．公共交通政策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．災害時の避難情報発信と、第二避

難所の備蓄品の状況、避難所運営に

ついて 

 

 

 

３．公共施設の管理と今後について 

 

 

 

 

 

 

①高齢者タクシー券支給事業 

１）75 歳以上高齢者移動支援事業の目的。 

２）タクシー券利用者への周知、タクシー会社ドライバ

ーへの対応。 

３）高齢者移動手段への今後の考え 

②市内バス路線再編について  

１）減便となったエリアへの周知方法。 

２）利用促進に向けた取り組みは。 

３）今後も高齢ドライバーの運転免許証返納が多くな

るのではないか。返納者へ移動手段確保にかっぱ号の

定期券発行など検討は                          

 

① 防災気象情報が 5 月から新しくなった。警戒レベ

ルを使った防災情報発信について。 

② 市が保有する備蓄品の状況。第二避難所の備蓄品

等と保管状況。 

③ 市民への避難体制の周知と避難所運営 

 

市管理の公共施設の中で、旧第二幼稚園施設、旧奥野

小学校施設、牛久運動公園プールなど使用や利用を廃

止してから数年経過。今後の利活用に対する考えは。 

 

 

 


